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６
月
10
日
の
平
成
27
年
度
総
会
に
お

い
て
ご
承
認
を
い
た
だ
き
、
会
長
の
再

任
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高
Ｐ
連
会
長
就
任
も
４
年
目
と
な
り
ま

す
が
改
め
て
初
心
に
帰
る
と
と
も
に
役

員
理
事
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
て
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
更
な

る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
波
の
中
、
就
学
・
就

労
に
関
る
問
題
や
雇
用
形
態
の
多
様
化

な
ど
に
よ
り
、
若
者
の
離
職
率
の
増
加
、

加
え
て
世
界
規
模
の
金
融
不
安
や
紛
争

な
ど
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
が
大
き
く
変
化
し
、
価
値
観
も
多
様

化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
大
変
厳
し

い
状
況
の
中
で
21
世
紀
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
豊
か
な
社
会
性
と
優
れ
た
想

像
力
を
養
い
、
自
ら
責
任
を
持
っ
て
行

動
で
き
る
人
間
と
し
て
成
長
し
て
い
く

事
は
、
す
べ
て
の
人
の
共
通
の
願
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
子
ど
も
た
ち
が
意

欲
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
充
実
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

高
校
時
代
は
、
先
生
方
か
ら
勉
強
だ

け
で
な
く
人
生
の
先
輩
と
し
て
多
く
を

学
び
、
友
人
と
語
り
合
い
、
将
来
に
夢

と
希
望
を
抱
き
、
自
分
自
身
を
見
つ
め

て
進
む
べ
き
道
を
模
索
す
る
大
切
な
時

期
で
す
。
ま
た
こ
の
時
期
は
自
己
確

立
・
自
主
自
立
を
学
び
、
成
長
期
の
大

切
な
「
よ
き
子
離
れ
」
「
よ
き
親
離

れ
」
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故

に
こ
の
高
校
３
年
間
は
社
会
人
と
し
て

巣
立
つ
前
の
子
ど
も
に
伝
え
て
い
け
る

最
後
の
時
間
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

我
が
子
に
親
と
し
て
、
人
生
の
先
輩
と

し
て
、
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
、
生
き

方
や
価
値
観
な
ど
を
伝
え
る
大
切
な
時

期
で
す
。
し
か
し
こ
の
時
期
の
子
ど
も

た
ち
は
多
く
の
知
識
を
吸
収
し
、
感
性

も
磨
か
れ
、
難
し
い
年
頃
で
す
。
ど
の

よ
う
に
伝
え
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て
、
先
生
方
や
保

護
者
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
お
お
い

に
語
り
合
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
い

ま
す
。

　

高
Ｐ
連
と
い
た
し
ま
し
て
も
会
員
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
皆
様
の
積
極
的
な

ご
参
加
と
様
々
な
機
会
に
率
直
な
ご
意

見
や
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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●期　日　平成28年7月15日（金）
●会　場　アルファあなぶきホール　大ホール

高Ｐ連だよりとともに、本会からの情報発信と伝達、会員相互の交流
を図ってまいりたいと思います。

高Ｐ連より

期　日　平成27年10月16日（金）・17日（土）
訪問校　大阪学院大学、関西大学、近畿大学、大阪調理製菓専門学校

　平成23年～26年度までに寄せられた義援金総額は125,649,759円
（27．６．30現在）となり、７次にわたって該当県高Ｐ連を通じて直接
学校・保護者に配分されております。
全国高Ｐ連では、義援金の募金活動を継続します。

「東日本大震災」義援金報告と募金活動の継続

大会まであと
10ヶ月！

第58回中国・四国地区高等学校PTA連合会大会香川大会

発信！PTAとふるさとのソコヂカラ
～空と海　オリーブのくにから～

大会テーマが決定しました!!

高Ｐ連より
ホームページを開設しました！！（平成27年9月1日より）
http://kagawa-koupren.com/

全国高Ｐ連より
今年度総会でご承認いただき、準備委員会から実行委員会へと移行しました。
７月 28 日には第１回実行委員会を開催し、今後具体的な内容について諸準備を整えて
いくこととなります。
香川県高Ｐ連組織と地域・ふるさとのチカラを結集し
た有意義な大会になりますよう、ご理解とご支援をよ
ろしくお願いします。

最優秀校　　高松西高校
優秀校　　　小豆島高校、香川中央高校

高Ｐ連より（（一財）香川県高等学校教育振興会主催）
第22回大学・専門学校訪問研修会

～各校からのご応募、ありがとうございました～
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平成27年度

役員名簿役員名簿

ネッツトヨタ南国　取締役相談役　横田　英毅　氏

　

県
教
育

セ
ン
タ
ー

と
の
共
催

事
業
で
あ

る
『
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
等

研
修
講
演

会
』
が
、

７
月
28
日
、

香
川
県
教

育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
「
人
材
育
成
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
〜
子
ど
も
た
ち

を
幸
せ
に
す
る
教
育
〜
」
と
題
し

て
、
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
南
国
の
取
締

役
相
談
役
で
あ
る
横
田
英
毅
氏
に

よ
る
講
演
で
し
た
。

　

講
演
で
は
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
成
長
と
人
材
育
成
に
お

い
て
「
大
切
な
こ
と
は
何
か
、
大

切
な
こ
と
を
、
大
切
に
す
る
。
」

と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
教
育

の
必
要
性
と
、
そ
の
源
で
あ
る
学

校
経
営
の
重
要
性
を
指
摘
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
資
料
で
現
在
の
「
学

校
教
育
」
を
鬼
（
道
具
を
自
由
に

使
い
こ
な
し
未
来
を
切
り
開
く

力
）
と
金
棒
（
知
識
）
に
例
え
て
、

「
金
棒
が
先
に
大
き
く
な
る
と
振

り
回
せ
ず
、
知
識
が
生
か
せ
な
い

人
に
な
る
。
今
の
日
本
の
教
育
は

大
き
な
金
棒
を
持
っ
た
小
さ
な
鬼

を
大
量
生
産
し
て
い
る
の
で
は
？
」

と
、
ま
た
、
同
時
に
「
学
校
教
育

の
目
的
は
社
会
に
出
て
成
長
し
続

け
る
た
め
の
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
で
あ
り
、
知
識
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
（
金
棒
を
大
き
く
す

る
）
こ
と
だ
け
で
は
解
決
さ
れ
な

い
。」
と
指
摘
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
幸
せ
に

な
る
た
め
に
も
、
「
自
分
自
身
で

問
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
策
を

う
ま
く
探
し
だ
し
、
解
決
す
る
力

を
身
に
着
け
る
。」
こ
の
過
程
の

教
育
が
大
切
で
あ
り
、
「
目
的
意

識
（
何
の
た
め
に
や
る
の
か
）
を

持
ち
、
目
標
達
成
を
目
指
し
た
教

育
」
を
実
践
す
る
重
要
性
を
強
調

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、

人
材
育
成
の
源
で
あ
る
学
校
お
い

て
「
問
題
を
発
見
し
、
変
え
る
力

と
変
わ
れ
る
力
」
を
持
つ
学
校
経

営
は
、
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
成

長
と
幸
せ
の
た
め
に
進
化
し
、
変

化
す
る
必
要
が
あ
る
と
提
言
さ
れ

ま
し
た
。

　

横
田
氏
の
熱
心
な
講
演
に
、
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
聞
き
入
る
方
や

講
演
後
に
控
室
に
質
問
に
来
ら
れ

る
方
も
お
ら
れ
、
充
実
し
た
研
修

講
演
会
が
開
催
で
き
た
こ
と
を
報

告
し
ま
す
。

　

６
月
10
日
、
ア
ル
フ
ァ
あ
な
ぶ
き
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成

27
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
推
進
功
労
者
表
彰
式
、
香
川
県
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
及
び
一
般
財
団
法
人
香
川
県
高
等
学
校
教

育
振
興
会
定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
西
原
県
教
育
長
を
始
め
、
県
教
育
委
員
会
、

関
係
団
体
等
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
退
任
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
推
進
功
労
者
と
し
て
、
表
彰

状
37
名
、
感
謝
状
53
名
、
県
連
本
部
功
労
者
12
名
が
受
賞
さ
れ
、

泉　

満
会
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
来
賓
祝

辞
の
あ
と
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
観
音
寺
中
央
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
で
あ
り
、
本
会
理
事
で
あ
っ
た
三
宅
泰
弘
様
が
謝
辞
を
述
べ

て
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

高
Ｐ
連
総
会
に
お
い
て
は
、

○
26
年
度
事
業
報
告

○
26
年
度
収
支
決
算
、
監
査
報
告

○
27
年
度
事
業
計
画
案

○
27
年
度
収
支
予
算
案

○
27
年
度
役
員
の
選
任

○
第
57
回
中
四
国
地
区
高
Ｐ
連
大
会（
岡
山
大
会
）に
つ
い
て

○
第
65
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会（
岩
手
大
会
）に
つ
い
て

○
28
年
度
第
58
回
中
四
国
地
区
高
Ｐ
連
大
会（
香
川
大
会
）に

　

つ
い
て

　

の
議
案
に
つ
い
て
、
本
会
役
員
よ
り
説
明
・
報
告
の
後
、
審
議

さ
れ
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
58
回
中
四
国
地
区
高
Ｐ
連
大
会（
香
川
大
会
）の
議

案
に
先
立
っ
て
、
大
会
テ
ー
マ
の
選

考
の
結
果
、
最
優
秀
・
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
３
校
に
対
し
表
彰
式
を
行
い
、

各
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者
に
賞
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
教
育
振
興
会
定
時
評
議

員
会
に
お
い
て
は
、

○
26
年
度
事
業
報
告

○
26
年
度
収
支
決
算
、
監
査
報
告

○
理
事
及
び
監
事
の
辞
任
に
伴
う
改
選

　

の
３
議
案
が
滞
り
な
く
議
了
し
た
の
ち
報
告
事
項
に
移
り
ま
し
た
。

○
27
年
度
事
業
計
画

○
27
年
度
収
支
予
算

○
公
益
事
業
に
つ
い
て

　

以
上
を
も
っ
て
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

役職名
会　長
副会長

理　事

氏　名
泉　　　満
林　　周二
小林　康則
平岡三千雄
吉田　重隆
市原　伸作
植田　昌和
岡田将一郎
谷畑　佳邦

所属校
高　松　南
三　本　松
香 川 中 央
高　松　西
石　　　田
高 　 　 松
坂 出 工 業
丸　　　亀
善通寺第一

所属校役職名
顧　問
会　長
会　長
校　長
校　長
校　長
会　長
会　長
会　長

役職名
理　事

常務理事
監　事

顧　問

氏　名
高井　信一
真鍋　　尚
栗林　　哲
小野　眞澄
野瀬　五鈴
井上　直樹
藤野　譲二
大西　　浩
綾田　福雄

所属校
観音寺第一
観音寺中央
坂 出 第 一
大　手　前
香川中部養護
高Ｐ連事務局
高 松 工 芸
丸 亀 城 西
元高Ｐ連会長
（大手前高松）

所属校役職名
校　長
会　長
校　長
校　長
校　長
事務局長
会　長
会　長
顧　問

平成27年度　一般財団法人
香川県高等学校教育振興会

役職名
理事長
常務理事
理　事

監　事

氏　名
泉　　　満
井上　直樹
平岡三千雄
中筋　政人
高井　信一
竹本　惠一
小野　眞澄
藤野　譲二
大西　　浩

所属校
高　松　南
振興会事務局
高　松　西
高 松 商 業
観音寺第一
高 松 第 一
大　手　前
高 松 工 芸
丸 亀 城 西

所属校役職名
顧　問
事務局長
校　長
校　長
校　長
校　長
校　長
会　長
会　長

平成27年度　香川県高等学校PTA連合会

人材育成とリーダーシップ～子どもたちを幸せにする教育～

講
師
紹
介

　

ト
ヨ
タ
ビ
ス
タ
高
知（
現
ネ
ッ

ツ
ト
ヨ
タ
南
国
）
発
足
と
同
時

に
副
社
長
に
就
任
。
そ
の
後
、

同
社
取
締
役
社
長
、
会
長
を
歴

任
さ
れ
、
２
０
１
０
年
よ
り
同

社
取
締
役
相
談
役
に
就
任
。ネ
ッ

ツ
ト
ヨ
タ
南
国
を
全
国
の
ト
ヨ

タ
販
売
会
社
３
０
０
社
中
、
12

年
連
続
顧
客
満
足
度
№
１
に
す

る
輝
か
し
い
実
績
を
上
げ
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
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本
校
の
正
門
前
に

は
世
界
で
一
番
狭
い

「
土
渕
海
峡
」
が
あ
り
、

そ
れ
に
ち
な
ん
で
「
読

書
の
ど
・
部
活
動
の

ぶ
・
地
域
連
携
の
ち
」

を
合
わ
せ
て
、
ど
ぶ
ち
教
育
と
し
て
幅
広
い
教

育
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
朝
は
10
分
間
、
全
校

生
が
静
か
に
落
ち
着
い
て
本
を
読
む
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
部
活
動
の
加
入
率
も
高
く
、
お

お
ら
か
な
校
風
で
、
生
徒
は
伸
び
伸
び
と
し
て

い
ま
す
。
地
域
と
の
交
流
も
、
学
校
行
事
や
総

合
学
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
盛
ん

に
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
も
、
本
校
の
卒
業
生
が
多
く
、
29
年

度
の
統
合
に
向
け
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て

思
い
出
作
り
の
場
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
今
年
の
体
育
祭
で
は
、
玉

入
れ
に
保
護
者
も
参
加
し
ま
し
た
。
初
の
試
み

に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
保
護
者
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
文

化
祭
で
は
毎
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
実
施
し
、
収
益
金
を
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
活
動
の
た
め
の
物
品
購
入
に
あ
て
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
は
新
し
い
取
り
組
み
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

定
時
制
で
も
、
地
域
や
保
護
者
の
方
と
一
緒

に
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
５
月
に
地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し
て

お
地
蔵
さ
ん
を
制
作
す
る
『
地
蔵
制
作
会
』
を

行
い
ま
し
た
。
土
庄
町
役
場
の
方
、
ガ
イ
ド
協

会
の
方
、
保
護
者
の
方
な
ど
総
勢
30
名
の
方
が

協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
、

ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
を
頂
き
、
可
愛
ら
し
い

お
地
蔵
さ
ん
が
１
０
０
体
ほ
ど
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
ぜ

ひ
、
ま
ち

の
中
で
新

し
い
お
地

蔵
さ
ん
を

見
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、

初
の
試
み

と
し
て
、

７
月
に
保

護
者
の
方
に
参
加
を
し
て
頂
き
、
『
七
夕
食
事

会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
徒
・
保
護
者
・
教

員
が
一
緒
に
な
っ
て
作
っ
た
夏
野
菜
カ
レ
ー
と

冷
麺
は
絶
品
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
は
全
国
で
も
数

少
な
い
、
工
業
と
工

芸
・
芸
術
科
を
併
せ
持

つ
特
色
あ
る
専
門
高
校

で
す
。

　

さ
て
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
は
総
会
を
は
じ
め
、
役
員
会
・
評
議
員
会
、

各
種
研
修
へ
の
参
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
秋
に
行
わ
れ
る
工
芸
展
で
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
工
芸

展
は
他
校
の
文
化
祭
よ
り
も
、
学
習
成
果
発
表

の
色
合
い
が
濃
く
、
そ
の
特
色
を
生
か
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
準
備
か
ら
実
施
の
流

れ
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　

１　

物
品
収
集
（
夏
期
休
業
〜
十
月
末
）

　
　
　

保
護
者
・
教
職
員
に
文
書
で
依
頼

　

２　

販
売
準
備
（
一
週
間
前
）

　

３　

販
売
会
場
準
備
（
二
日
前
〜
前
日
）

　
　
　

会
場
設
営
（
機
械
科
生
徒
）

　

４　

販
売
準
備
（
前
日
）

　

５　

工
芸
展
（
二
日
間
）

　

販
売
す
る
物
品
は
、
文
書
に
よ
り
保
護
者
に

協
力
を
依
頼
し
、
収
集
し
ま
す
。
一
週
間
前
に

は
保
護
者
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
商
品

の
選
別
、
個
包
装
、
値
付
け
な
ど
の
販
売
準
備

を
行
い
ま
す
。

　

工
芸
展
準
備
期
間
に
は
、
生
徒
も
Ｐ
Ｔ
Ａ

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
運
営
に
関
わ
り
ま
す
。
昨
年
度

は
機
械
科
生
徒
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
担
当

し
、
テ
ー
ブ
ル
の
配
置
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
製
作
・
組
み
立
て
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
会
場
の
看
板
を
新
た
に
自
作
し

ま
し
た
。
看
板
の
ス
タ
ン
ド
部
分
に
は
生
徒
が

溶
接
実
習
で
培
っ
た
ス
キ
ル
を
生
か
し
た
装
飾

を
施
し
ま
し
た
。
看
板
面
に
は
黒
板
塗
料
を
塗

布
し
、
保
護
者
の
方
に
文
字
を
チ
ョ
ー
ク
で
書

い
て
い

た
だ
き
、

生
徒
と

保
護
者

の
コ
ラ
ボ
作
品
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

工
芸
展
当
日
は
、
生
徒
が
会
計
を
担
当
し
ま

し
た
。
ま
た
自
主
的
に
校
内
を
回
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
Ｐ
Ｒ
も
行
う
な
ど
、
生
徒
は
い

き
い
き
と
積
極
的
に
活
動
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
多
く
の
お
客
様
に
ご
来

場
い
た
だ
き
、
売
り
上
げ
は
一
昨
年
を
上
回
り

ま
し
た
。
収
益
は
、
三
年
後
の
百
二
十
周
年
記

念
行
事
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

工
芸
展
と
い
う
本
校
最
大
の
行
事
で
、
保
護

者
、
生
徒
、
教
職
員
が
協
力
し
て
活
躍
し
た
、

す
ば
ら
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

保育園児との玉入れ

地蔵制作会の様子

ど
ぶ
ち
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７
月
10
日
（
金
）
、
岡
山
市
民
会
館
に
お
い
て
岡
山
大
会
が
開
催

さ
れ
、中
国
・
四
国
各
県
よ
り
１
６
６
０
名
、
香
川
県
か
ら
は
39
校

１
１
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
の
後
、県
立
岡
山
盲
学
校
講
師
、（
福
）岡
山
県
視
覚
障

害
者
協
会
理
事　

竹
内
昌
彦
氏
に
よ
る
「
私
の
歩
ん
だ
道
」
〜
見
え

な
い
か
ら
見
え
た
も
の
〜
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
竹
内
氏
よ
り
講

演
の
初
め
に
目
の
不
自
由
な
方
々
に
対
す
る
お
願
い
と
し
て
、
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
に
物
を
置
か
な
い
こ
と
、
盲
目
の
方
を
導
く
時
は
右
腕
を
掴
ん
で
も
ら
い
誘
導

す
る
こ
と
等
を
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
巧
み
な
話
術
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
竹
内
氏
は
失
明
し

た
こ
と
に
よ
り
小
学
校
で
何
度
も
ひ
ど
い
い
じ
め
に
遭
わ
れ
ま
し
た
。
目
が
見
え
な
い
孤

独
や
悲
し
さ
の
中
で
竹
内
氏
を
救
っ
た
も
の
は
、
自
分
の
命
は
自
分
だ
け
の
も
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
。
自
分
の
命
は
自
分
と
両
親
、
ま
た
そ
の
父
母
か
ら
連
綿
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
尊
い
命
で
あ
り
、
大
切
な
命
を
自
ら
絶
つ
子
ど
も
た
ち
を
嘆
き
、
命
を
粗
末
に
し

て
は
い
け
な
い
と
愛
情
を
込
め
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
保
護
者
や
教
員
、
ま
た
一
人
の
人
間

と
し
て
も
心
を
揺
り
動
か
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
講
演
で
し
た
。

　

昼
食
の
後
、
高
校
生
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
、
最
上
太
鼓
、
バ
ト
ン
、
吹
奏
楽
が
披
露

さ
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
ひ
た
む
き
な
演
技
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
研
究
協
議
が
行
わ
れ
、
鳥
取
県
立
倉
吉
東
高
校
に
よ
る
「
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
」
子
ど
も
の
背
を
押
す
育
友
会
〜
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
倉
吉
鴨
水
館
」
の
設
立
を
め
ぐ
っ
て

〜
、
広
島
県
立
松
永
高
校
に
よ
る
「
生
徒
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
忍
の
一
字
で
見
守
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

岡
山
県
立
岡
山
工
業
高
校
に
よ
る
「
社
会
貢
献
活
動
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
保
護
者
・
生
徒
・
地
域

が
協
力
し
た
社
会
貢
献
活
動
〜
虹
の
架
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し
て
〜
と
題
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
実
践
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
発

表
も
保
護
者
と
学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
と
一
体
に
な
っ
て
人
材
育
成
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
そ
し
て
そ
の
思
い
は
皆
同
じ
、
す
べ
て
は
子
ど
も
を
良
く
し
た
い
と
い
う
共
通
の

思
い
だ
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
る
発
表
で
し
た
。
そ
の
後
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

閉
会
行
事
で
は
、
小
川
浩
基
大
会
実
行
委
員
長
の

挨
拶
の
後
、
次
期
開
催
県
で
あ
る
本
県
泉
満
会
長
の

香
川
大
会
へ
の
歓
迎
の
挨
拶
と
と
も
に
、
本
県
参
加

者
全
員
で
香
川
の
Ｐ
Ｒ
と
歓
迎
の
想
い
を
伝
え
、
岡

山
大
会
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
来
年
の
香
川
大
会
に
備
え
て
役
員
を

始
め
各
校
に
視
察
を
お
願
い
し
、
担
当
の
任
務
に
つ

い
て
見
学
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

８
月
19
〜
21
日
、
岩
手
大
会
が
岩
手
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
全
国
よ
り
約
９
５
０
０
名
、
香

川
県
よ
り
31
校
56
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

20
日
、
開
会
式
・
表
彰
式
の
後
、
芝
浦
工
業
大
学
学
長　

村
上
雅
人
氏
に
よ
る
『
夢
高
く
し
て
足
地
に
あ
り　

T
he sky 

is 
the 

lim
it

』
と
題
し
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
専
門
の
超
電
導
工
学
の
様
々
な
実
験
を
通
し
て
超
電
導
の
意
義

を
伝
え
ら
れ
、
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
夢
を
追
及
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
教
育
の
大
切
さ
と

し
て
、
教
師
の
役
割
は
若
者
に
夢
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
「
凡
庸
な
教
師
は
た
だ
し
ゃ
べ
る
だ
け
。
良
い
教
師
は
分
か

る
よ
う
に
説
明
す
る
。
優
れ
た
教
師
は
図
で
示
し
た
り
具
体
例
で
示
し
た
り
実
演
で
示
す
。
偉
大
な
教
師
は
学
び
の
心
に

火
を
付
け
る
。
」
な
ど
示
唆
に
富
む
お
話
で
あ
り
、
尊
敬
で
き
る
教
師
と
の
出
会
い
が
無
限
の
知
へ
の
探
求
心
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
ご
自
身
の
体
験
か
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

分
科
会
は
７
会
場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
特
別
第
２
分
科
会
」
で
は
、
『
防
災
教
育
・
復
興
教
育
』
と
題
し

て
、
岩
手
大
学
地
域
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー　

越
野
修
三
教
授
の
講
演
の
後
、
被
災
学
校
、
行
政
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
パ
ネ
リ
ス
ト

に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

岩
手
県
か
ら
の
具
体
的
な
事
例
は
、
災
害
に
対
す
る
教
訓
と
、
防
災
教
育
の
重
要
性
を

認
識
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

翌
21
日
は
、
映
画
「
る
ろ
う
に
剣
心
」
「
ハ
ゲ
タ
カ
」
、
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」

等
の
演
出
で
知
ら
れ
る
映
画
監
督　

大
友
啓
史
氏
に
よ
る
『
ア
ド
リ
ブ
を
生
き
る
力
』

と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
や
映
画
制
作
に
お
い
て
数
限
り
な
く
起

こ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
作
品
の
魅
力
に
つ
な
げ
る
の
は
「
ア
ド
リ
ブ
力
」
で
あ
る
。
俳

優
数
名
を
例
に
あ
げ
な
が
ら
、
ア
ド
リ
ブ
が
多
く
出
来
る
人
た
ち
の
協
働
が
面
白
い
も

の
を
生
む
。
人
生
も
同
じ
で
あ
り
、
ア
ド
リ
ブ
力
の
あ
る
人
は
予
期
せ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン

ト
に
遭
っ
た
時
の
対
応
に
強
い
。
そ
の
状
況
を
楽
し
め
る
力
が
あ
る
。
子
育
て
も
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
で
あ
り
、
ア
ド
リ
ブ
力
を
大
切
に
蓄
え
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
を
育

ん
で
ほ
し
い
と
説
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
中
の
高
校
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
郷
土
芸
能
の
継
承
に
努
め
て
い
る

も
の
が
多
く
、
そ
の
熱
意
と
演
技
に
圧
倒
さ
れ
、
感
動
し
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
岩
手
大
会
実
行
委
員
長
よ
り
参
加
の
皆
様
へ
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
次
期
開
催
地
の
千
葉
県
へ
と

全
国
高
Ｐ
連
旗
が
引
き
継
が
れ
、
盛
況
の
中
閉
会
し
ま
し
た
。

全国高Ｐ連会長表彰
～おめでとうございます～

第57回 中国・四国地区高等学校PTA連合会大会　　　大会報告

第65回 全国高等学校PTA連合会大会　　　大会報告会報

火
を

る
こ分

科
、
岩

会

分分
科岩岩

手
ネ

岩手

岡山

未
来
圏
か
ら
の
風
を
つ
か
め
！　

大
会
テ
ー
マ

〜
新
時
代
を
担
う
君
た
ち
と
共
に
〜

つ
な
ご
う
子
育
て　

結
ぼ
う
手
と
手　

大
会
テ
ー
マ

〜
晴
れ
の
国
か
ら
も
ん
げ
ー
夢
を
〜

　岩手大会において香川県から
受賞された個人・団体表彰者（校）
は次のとおりです。

香川大会PR

◆個人表彰

・森末　文徳　氏（左）　
（善通寺第一高校前PTA会長）
　　　　単Ｐ副会長１年
　　　　単Ｐ会長２年
　　　　県高Ｐ連理事２年

・三宅　泰弘　氏（右）
（観音寺中央高校前PTA会長）
　　　　単Ｐ会長２年
　　　　県高Ｐ連理事２年

◆団体表彰

・香川県立琴平高校PTA（右）
・香川県立高松東高校PTA（左）

村岡善邦PTA会長川波礼子PTA会長


